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市
民
芸
術
文
化
会
館
の
開
館

記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
櫻

さ
く
ら

の
園
」
の
公
演
を
、
３
月

26
日
か
ら
29
日
ま
で
行
い
ま
す
。

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
演

じ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
も

の
。
参
加
者
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
募
り
、
３
カ
月
に
わ
た
り

発
声
や
身
体
訓
練
な
ど
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
公
演
と
し
て

発
表
す
る
も
の
で
す
。

題
材
の
「
櫻
の
園
」
は
、
チ

ェ
ー
ホ
フ
の
櫻
の
園
を
上
演
す

る
女
子
高
校
の
演
劇
部
員
の
物

語
で
、
吉
田
秋
生
の
漫
画
が
原

作
。
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
の
講

師
を
担
当
し
て
い
る
堤
泰
之
さ

ん
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
集
団
プ
ラ

チ
ナ
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
主
宰
で
演

出
家
）
の
構
成
に
よ
り
、
プ
ラ

チ
ナ
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
で
舞
台
化

さ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

１
月
10
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
、
68
人
の
応

募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
20
人
が

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
過
。
参

加
者
は
、
発
声
、
身
体
訓
練
、

表
現
方
法
な
ど
を
学
び
な
が

ら
、
現
在
上
演
に
向
け
て
け
い

こ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
校
で
演
劇
部
に
所
属
し
て

い
る
荒
井
友
美
さ
ん
（
新
潟
商

業
高
１
年
）
は
「
プ
ロ
の
演
出

家
の
指
導
に
よ
り
、
正
し
い
腹

式
呼
吸
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層

の
人
に
公
演
を
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
館
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
シ
ャ
ン
ポ
ー
の
森
で
眠
る
」

に
参
加
し
て
、
舞
台
の
楽
し
さ

を
知
っ
た
と
い
う
山
賀
晴
代
さ

ん
（
新
津
市
）
は
「
演
技
を
も

っ
と
学
び
た
い
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。
声
、
表
情
、
体
、

全
て
を
使
っ
て
自
己
表
現
す
る

難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
芸
術
文
化
会
館
の
ス
タ

ジ
オ
で
の
、
初
の
本
格
的
な
演

劇
の
上
演
で
す
。
臨
場
感
い
っ

ぱ
い
の
舞
台
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
26
日
午
後
７
時
開

演
、
27
日
①
午
後
２
時
開
演
②

午
後
７
時
開
演
、
28
日
午
後
２

時
開
演
、
29
日
午
後
７
時
開
演

会
場

市
民
芸
術
文
化
会
館
ス

タ
ジ
オ
Ｂ

チ
ケ
ッ
ト

２
０
０
０
円
（
当

日
２
３
０
０
円
）

発
売
場
所

市
民
芸
術
文
化
会

館
お
よ
び
市
内
の
主
な
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
発
売
中

問
い
合
わ
せ
　
同
館
チ
ケ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・

５
５
２
１
）
へ

市
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
若
者
の
交
流
の
場
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
日
本
海

夕
日
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
の
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

11
回
目
を
迎
え
る
同
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
は
今
年
で
最
後
と
な
り

ま
す
。
９
０
０
人
乗
り
フ
ェ
リ

ー
で
、
日
本
海
に
沈
む
美
し
い

夕
日
に
向
か
っ
て
出
航
し
ま

す
。
出
航
は
５
月
下
旬
の
予
定

で
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
船
内
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
ポ
ス
タ
ー
作

り
な
ど
同
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
企

画
、
運
営
、
実
施
を
行
い
ま
す
。

毎
週
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
何

気
な
く
過
ご
し
て
い
る
人
、
フ

ァ
イ
ナ
ル
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
素
敵

な
感
動
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

�
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

日
時

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時

半
か
ら

会
場

万
代
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

市
青
年
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
青
少
年
課
内
�
３
２

６
３
）
へ

の
に
わ
」
で
は
、
楽
し
い
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利

用
し
た
楽
器
づ
く
り
も
行
い
ま

す
。

日
時

３
月
７
日
午
後
１
時
半

開
場

会
場

こ
ど
も
創
作
活
動
館

対
象

小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
１
０
０
人

持
参
品

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
は

さ
み
（
１
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

参
加
し
た
人
は
、
参
加
時
に
作

っ
た
楽
器
）

申
し
込
み

２
月
27
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
事
業
名

と
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
学
校
名
・
学
年
、
電
話

番
号
を
記
入
し
こ
ど
も
創
作
活

動
館
（
牡
丹
山
１
・
３
３
・
２

３
�
２
７
９
・
２
１
１
３
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

ら
市
民
芸
術
文
化
会
館
お
よ
び

市
内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

発
売

問
い
合
わ
せ
　
チ
ケ
ッ
ト
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・
５
５

２
１
）
へ

八
の
八
久
保
保
さ
ん
ら
が
出

演
。
タ
イ
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ

ス
ト
、
中
国
の
筝こ

と

や
笙

し
ょ
う

の
演
奏

者
な
ど
も
参
加
し
、
ど
こ
か
暖

か
く
懐
か
し
い
竹
の
響
き
や
音

色
を
主
体
に
、
春
の
息
吹
や
地

球
の
鼓
動
が
体
感
で
き
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

日
時

４
月
29
日
午
後
５
時
開
演

会
場

市
民
芸
術
文
化
会
館
劇
場

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
３
５
０
０

円
、
Ａ
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
席

２
０
０
０
円
　
※
２
月
26
日
か

市
民
芸
術
文
化
会
館
で
は
、

４
月
29
日
に
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

オ
デ
ッ
セ
イ
・
シ
リ
ー
ズ
’99
〜

春
の
地
球
音
楽
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。

同
シ
リ
ー
ズ
は
、
現
在
活
躍

中
の
ア
ジ
ア
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
を
中
心
に
、
地
球
的
視
野
か

ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
音
楽
を
紹
介

す
る
音
楽
祭
。
昨
年
11
月
に
行

っ
た
公
演
で
は
、
３
日
間
に
わ

た
り
、
音
楽
に
乗
せ
て
ユ
ー
ラ

シ
ア
の
風
を
新
潟
か
ら
発
信

し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
は
、
和
太
鼓
の

レ
ナ
ー
ド
衛
藤
さ
ん
、
津
軽
三

味
線
の
木
田
林
松
次
さ
ん
、
尺

こ
ど
も
創
作
活
動
館
で
は
、

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
中
村
真
理
子
さ
ん

（
ギ
タ
ー
）、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ム
ー
サ
（
ラ
イ
ア
合
奏
団
の
皆

さ
ん
）
、
鈴
木
ノ
リ
コ
さ
ん

（
語
り
）
に
よ
る
「
ま
ほ
う
の
森

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
「
音
を
つ
む
ぐ
」
と

題
し
、
ギ
タ
ー
や
ラ
イ
ア
な
ど

弦
楽
器
の
魅
力
を
紹
介
す
る
ほ

か
、
音
楽
物
語
「
ヨ
リ
ン
デ
と

ヨ
リ
ン
ゲ
ル
」
「
う
さ
ぎ
た
ち

市役所への郵便は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

にいがた女と男のフェスティバル
日時 ２月28日午前10時～正午
会場 新潟ユニゾンプラザ
内容 世代間交流トーク
定員 先着40人　参加費 200円
申し込み 真島（�0250-23-4484）へ

新大全国書初大会展覧会
日時 ２月26～28日午前９時～午後６時
会場 市民芸術文化会館ギャラリー
問い合わせ 新潟大学書道教育学会事務
局（�228-7244）へ

坂井輪の自然と歴史を学ぶつどい
日時 ３月16日午後２時～４時半
会場 坂井輪地区公民館
対象 成人先着50人
内容 講演、ビデオ上映、ほか
申し込み 会場（�269-2043）へ

鳥屋野地区公民館 ジャズ＆エアロ
日時 ３月９・16日午後６時半～８時
定員 先着30人　内容 野猿の「叫び」
申し込み 同館（�285-2371）へ 北地区スポーツセンター

親 子スポーツ教室
日時 ３月５日午後１時半～３時
対象 未就学児と親
持ち物 室内用運動靴
申し込み 当日直接会場へ
※親のみ入場料150円別途
問い合わせ 同センター（�258-0200）へ

主なイベント情報

～３月～

※各会場の催し物の内容は主催者の都合により変更となる場合があります。

石山地区公民館 水墨画初心者講習会
日時 ３月５・12・19日午前９時半～
11時半　対象 成人先着15人
会場 大江山農村環境改善センター
申し込み 会場（�276-2691）へ

坂 井 輪 図 書 館 読 書 会
日時 ３月３日午前10時～正午
会場 坂井輪地区公民館
テーマ図書 「白蓮れんれん」林真理子
著（中公文庫）
問い合わせ 同館（�260-3242）へ

生涯学習パートナーによる

ふろしき・ふくさラッピング教室
日時 ３月24・31日午前10時半～11時45分
会場 万代市民会館
定員 25人　参加費 500円（初回持参）
申し込み ３月３日（必着）までに往復
はがきに講座名、住所、氏名、年齢、電話
番号を記入し、生涯学習課（〒951-8550
�内線3256）へ　※応募多数の場合抽選

県社会科教育学会
日時 ２月27日午後１時半～５時
会場 万代市民会館
内容 小・中学校における総合的な学習
と社会科　参加費 500円
問い合わせ 新潟大学・宮薗研究室（�
262-7133）へ

21
日 催　し　物 開始時間会　場 問い合わせ先 備　　考
合唱団ＮＥＷＳ演奏会 午後２時だいしホール 百瀬�263-1811 500円

市芸術文化振興財団助成の催し物　�228-1000（内線2160）

６

13
20

21

22

24

25
30

31

日 催　し　物 開始時間 問い合わせ先 備　　考

武蔵野音楽大学春のおんがく会

県オーボエ協会発表会
明訓高校吹奏楽部定期演奏会

江南高校吹奏楽部定期演奏会

第一中学校・高校吹奏楽部
スプリングコンサート
西高校合唱部・吹奏楽部
定期演奏会
南高校吹奏楽部定期演奏会
新潟高校吹奏楽部演奏会
東京音楽大学校友会新潟支部
新人演奏会

午後２時

午後２時
午後６時

午後１時半

午後１時半

午後５時半

午後５時半
午後６時半

午後６時半

同大学・小林
�03-5999-8420
寺田�285-5575
桝口�266-5161

河本�283-0326

大橋�231-5643

五十嵐�262-1561

雨尾�247-3331
同校�266-2165

関塚�233-1522

800円

当日直接会場
当日直接会場
前売500円
当日100円増し

当日直接会場

500円

当日直接会場
当日直接会場
前売1,000円
当日300円増し

音楽文化会館（一番堀通町3-2 �224-5811）

６

26

日 催　し　物 開始時間会　場 問い合わせ先 備　　考

立川志の輔独演会

日本文理高校吹奏楽部
定期演奏会

午後６時半

午後５時半

劇場

コンサー
トホール

新潟産業人文化協会
�266-6684

同校�260-1000

3,500円

当日直接会場

市民芸術文化会館（一番堀通町3-2 �224-5611）

６

７

14

日 催　し　物 開始時間 問い合わせ先 備　　考
敬和学園大学演劇研究会
演劇２本立て公演「ここだけの話」
「バンク・バン・レッスン」
カラオケ友の会発表会

午後５時半

午後４時

午前10時

同研究会・林
�070-5599-0946

同会・西巻�284-2150

当日直接会場

当日直接会場

万代市民会館（東万代町９-１　�246-7711）

13

13
14
21
28

日 催　し　物 開始時間 問い合わせ先 備　　考
新潟大学管弦楽団
コントラバス演奏会
「魔法」詩を写真、映像、音楽と合
わせて表現
市民呈茶・江戸千家越後支部
全日本歌謡研究会県大会

午後６時

午後１時
午前９時
午前10時
午後０時半

笠原�267-4971

川井�263-8189

渡辺�262-2225
吉田�267-5455

当日直接会場

当日直接会場

300円
当日直接会場

西新潟市民会館（小針2-24-1 �230-1071）

手ぶりや表情など言葉以外の表現手段を豊かにする練

習（上）、熱心に台本を読む参加者（下）

昨年11月に行われたユーラシア・オデ
ッセイ

阿賀野川右岸堤防道路通行止め
補修工事に伴い全面通行止めになります。
日時 ２月27・28日、３月７日午前８
時～午後５時　※雨天順延
区間 新崎１丁目～豊栄市太子堂
問い合わせ 日本道路公団新潟工事事務
所（�284-8400）へ

固定資産税（第４期）の納期限は
３月１日です。忘れずに納めましょう
納税には便利で確実な口座振替をご利

用ください。
問い合わせ 納税課（�内線2354）へ

新潟新発田村上線�

新崎交差点�

JR白新線�

通行止区間�

泰平橋�

阿
賀
野
川�


